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1．はじめに 

 現在建設中のJT-60SAの2020年運転開始に向

け、JT-60SA実験データベースシステムの開発

を進めている。JT-60SA実験データベースシス

テムは、実験データを一元管理し、国内外の利

用者に提供するためのシステムである。管理対

象となる実験データは、運転によって取得され

たデータに変換や較正等の処理を行い物理量

に変換した「定型処理後データ」と、それらの

データ算出元となった「元データ」に大別され

る。すべての実験データを厳正に管理し、利用

者に容易に提供することができるよう、実験デ

ータベースシステムの設計を行った。 

2．実験データベースシステムの構築と開発 

 実験データベースシステムは、実験データベ

ースサーバ、元データサーバの2種類のサーバ

で構成される（右下図）。定型処理後データは

次の実験条件決定のために実験後速やかに確

認する必要があるが、元データは収集量が放電

1秒当たり1.2 GBと大容量であるため、両データ

を同一サーバで同時に格納した上で提供しよ

うとする場合、定型処理後データの提供速度の

遅延が生じる。よって、実験データベースサー

バでは定型処理後データ、元データサーバでは

元データをそれぞれ管理し、実験後に定型処理

後データを速やかに提供できるよう設計した。

また、解析サーバを介して各データを利用者に

提供することで、各データサーバのセキュリテ

ィを保持するとともに、実験データ利用者が両

方のデータを容易に利用できるよう設計した。 

 実験データベースサーバで管理する定型処

理後データは、プラズマ放電に同期して全設備

から転送される「放電データ」と、運転してい

る設備から常時転送される「運転データ」から

構成される。較正データや計算式の見直し等に

より、各設備担当者が元データに再計算等の処

理を行う必要が生じた場合には、定型処理後デ

ータの更新が必要となる。更新の際は、格納さ

れたデータの上書き、削除を防ぐため、履歴版

数によりデータを管理するよう工夫した。実験

データベースサーバのデータ転送、格納、読み

出しの各機能の開発については既に完了し、各

設備とのリンケージ試験を進めている。 

 元データサーバでは、元データとそれに関連

する定型処理プログラム、較正データを同一の

フォルダに管理することで、データの紐づけを

明確にし、実験データベースサーバ上にある定

型処理後データの生成過程を参照することが

可能となるよう工夫した。元データサーバのデ

ータ転送及び格納機能の開発については既に

完了し、現在、データの読み出し機能の開発を

進めている。 

3．まとめ 

 運転によって収集されるすべての実験デー

タを管理し、利用者に提供できるよう実験デー

タベースシステムの開発を行った。実験データ

ベースサーバの開発は既に完了し、現在、元デ

ータサーバの読み出し機能の開発を進めてい

る。2019年度から各設備とのリンケージ試験を

予定している。 
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